
平成 22 年度 予算要求事業調書

１　予算要求事業の概要
№

7 新規 拡大 継続

款 項 目

3 3 2

番号 37-2 事業名

事　業
コード

事業名

<目的>

<目標(平成25年度末)>
１　教室参加者数　210人

<現状(平成21年度末見込み)>
１　教室参加者数　150人

<課題>
　事業を拡大するにあたり、委託先との調整及び場所の確保が必要です。

･平成22年度　８教室で170名参加
　教室を増やせない場合は、現在の教室の定員を増やして実施します。

･平成23年度　９教室で190名参加

･平成24年度　10教室で210名参加

いきいき健康づくり事業(介護予防・生活支援事業)

事業名(予算の事務事業名)

総合振興計画新実施計画

区分

内
容

会計区分

一般会計

介護予防

保健福祉局　福祉部　高齢福祉課

所管

　市内に居住する60歳以上の方のうち、健康に不安を抱えるか、要支援１・２の方に、介護予防
のために水中ウォーキングを中心とした教室を開催します。

現
状
と
課
題

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル

事務事業の位置付け

予算要求事業の概要

根拠法令等 さいたま市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画

しあわせ倍増プラン2009

目
的
・
目
標

　ウォーキングを中心とした水中運動教室を開催することで、心身の状況の改善と要介護状態へ
の悪化を防止することを目的とします。
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２　予算要求の内容と査定結果 (単位：千円）

金　額
<積算内訳>
１　介護予防水中運動教室事業業務 5,600

21 ① 一般財源 5,600

<積算内訳>
１　介護予防水中運動教室事業業務 6,400

<要求理由>
① 一般財源 6,400

<査定内容>
１　介護予防水中運動教室事業業務 5,600

22

<査定理由>
① 一般財源 5,600

<査定内容>
　同上

<査定理由>
① 一般財源 5,600

区　　分

　介護予防水中運動教室の実施教室を１か所増やし参加者数を30名
増やすために必要な経費を要求するものです。

　既存の水中運動教室に定員割れが見受けられることから、平成22
年度は参加者を増やすことを優先し、１か所の創設については予算
化を見送りました。

備　　　考

平
成

年
度

当初予算

当初予算要求

財政局長査定

平
成

市長査定

　財政局長査定の内容及び理由について、適正と認められるため、
財政局原案どおりとしました。

財源内訳

財源内訳

財源内訳

財源内訳

5,600

年
度

5,600

6,400

5,600
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